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研究成果概要 

 

 宇宙暗黒物質を直接探索するには暗黒物質により原子核が反跳するのをとらえればい

い。久野達は、暗黒物質と核子の弾性散乱断面積を有効理論の方法を用いて系統的に評

価し、その結果を超対称性理論におけるニュートラリーノ暗黒物質と余剰次元モデルの

KKフォトンに応用し、次世代暗黒物質直接探査実験での検出可能性を考察した。 

  川崎達は、昨年に引き続き初期宇宙相転移によってドメインウォールが作られる際

に生じる重力波のスペクトラムを宇宙が物質優勢期・放射優勢期の両方の場合に 3 次元

シミュレーションにより評価し、さらにシミュレーションのダイナミックレンジが小さ

いという欠点を補うために半解析的に重力波スペクトルを求める方法を示した。 

 素粒子の強い相互作用における CP の問題を解決する Peccei-Quinn 機構に現れるアク

シオンは暗黒物質の候補としても注目されている。アクシオンモデルでは宇宙初期にコ

スミックストリングが生成され、ストリングはアクシオンを放出しながらエネルギーを

失っていくことが知られている。川崎達はアクシオンモデルに現れるアクシオニック・

ストリングの宇宙論的進化を調べ、ストリングから放出されるアクシオンのエネルギー

スペクトルを正確に評価した。またそれに基づき現在の宇宙におけるアクシオン密度を

評価し、PQスケールに対する制限を得た。 
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